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(1) 

2点 𝑐   , 0 と( , 𝑓   )を結ぶ線分の傾きは 
𝑓   

 − 𝑐   
 

この線分は、( , 𝑓   )における放物線𝑦 = 𝑓 𝑥 の接線と直交する。 
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(2) 

円{𝑥 − 𝑐   }2 + 𝑦2 = {𝑟   }2が点 3, 𝑎 を通るとき 
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    の 0 < t < 4における増減は、右の通り。 
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   4 = −96 + 96 + 48 − 72 + 23 = −1 
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0 <  < 4において、𝑦 =     のグラフと𝑦 = 𝑎2のグラフを 

考えると、求める個数は 

 

 

{
 
 

 
 0 < 𝑎2 < 5のとき  1個

𝑎2 = 5のとき          2個

5 < 𝑎2 <
49

8
のとき 3個

 

 

 ∴

{
 
 

 
 0 < 𝑎 < √5のとき      1個

𝑎 = √5のとき              2個

√5 < 𝑎 <
7√2

4
のとき 3個

  ⋯⋯ 答   
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